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Ｑ
：
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、３
年
前
に
は
能
登
地
震
も
あ
っ

て
、
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
、
天
変
地
異
の
自
然
災
害
に
対
処
す
る

た
め
の
法
律
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。

Ａ
：
１　

自
然
災
害
に
よ
る
10
世
帯
以
上
全
壊

被
害
が
発
生
し
た
市
町
村
な
ど
に
適
用
さ
れ

る
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
と
い
う
法

律
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
①
住
宅
が
全

壊
、
②
住
宅
が
半
壊
、
ま
た
は
住
宅
の
敷
地

に
被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず

解
体
し
た
世
帯
、
③
災
害
に
よ
る
危
険
な
状

態
が
継
続
し
、
住
宅
に
居
住
不
能
な
状
態
が

長
期
継
続
し
て
い
る
世
帯
、
④
住
宅
が
半
壊

し
、
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住

す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
が
支
給
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
支
援
の
支
給
額
で
す
が
、
ま

ず
、
生
活
再
建
に
関
す
る
基
礎
支
援
金
（
物

品
購
入
費
、
医
療
費
、
交
通
費
な
ど
）
と
し

て
、
①
か
ら
③
は
１
０
０
万
円
で
、
④
は

50
万
円
で
す
。
次
に
、
居
住
安
定
に
関
す
る

加
算
支
援
金
と
し
て
、
住
宅
の
建
設
、
購
入

の
場
合
は
２
０
０
万
円
、
補
修
費
の
場
合
は

１
０
０
万
円
、
公
営
住
宅
以
外
の
建
物
を
賃

貸
す
る
場
合
は
、
50
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

教育長ホットニュース
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

　

志
賀
町
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
の
よ
り
効
果

的
な
推
進
を
考
え
、
実
行
委
員
会
で
ご
検
討
を

い
た
だ
き
、　

今
年
度
は
派
遣
先
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
締
切
日
６
月
13
日
現
在
の
応
募
者
数
は

17
人
で
、
こ
こ
５
年
間
で
は
最
も
多
く
、
男
子

10
人
、
女
子
７
人
で
し
た
。

　

近
年
は
男
子
の
応
募
者
が
ゼ
ロ
の
年
が
続
き
、

検
討
課
題
と
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
や
各
種
大
会
日

な
ど
を
考
慮
し
、
実
施
時
期
の
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
男
子
が
多
く
、
う
れ
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
内
容
を
分
析
し
、
今

後
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歩　

育
（
ほ
い
く
）

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

６
月
12
日
、
日
曜
日
に
、「
元
気
カ
ッ
プ

石
川
ま
る
ご
と
ウ
オ
ー
ク
」志
賀
町
大
会『
志

賀
パ
ノ
ラ
マ
ウ
オ
ー
ク
』
が
町
内
外
の
多
数

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
を
起
点
に
、

機は
た
ご
い
わ

具
岩
を
折
り
返
す
５
キ
ロ
コ
ー
ス
と
、
巌

門
ク
リ
フ
パ
ー
ク
を
折
り
返
す
10
キ
ロ
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
と
、
普
段

は
車
を
運
転
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の

地
域
を
、
歩
き
な
が
ら
季
節
の
移
ろ
い
を
目

や
耳
や
肌
に
感
じ
て
み
た
い
と
思
い
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

磯
の
香
り
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
な

が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
思
い
の
ほ
か
心

地
よ
く
、
親
し
い
友
人
、
顔
見
知
り
の
人
と

挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歩
き
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
初
対
面
の
方

に
声
を
か
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
小
松

市
、
白
山
市
、
金
沢
市
や
内
灘
町
な
ど
か
ら

参
加
さ
れ
た
方
々
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
石
川
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

の
専
務
理
事
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

協
会
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
点
を

説
明
し
て
い
た
だ
く
中
で
、「
歩
育
（
ほ
い

く
）」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
「
食

育
」
と
同
時
に
、
持
久
力
や
忍
耐
力
を
身
に

着
け
さ
せ
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
近
距
離
で
も
す
ぐ
車

に
乗
っ
て
し
ま
う
生
活
習
慣
を
少
し
考
え
直

し
、
生
活
の
中
で
も
っ
と
「
歩
く
」
こ
と
を

取
り
入
れ
、
体
力
増
進
を
推
奨
し
た
い
、
と

の
ご
趣
旨
で
し
た
。

　

体
力
増
進
に
つ
い
て
、
手
前
味
噌
で
恐
縮

で
す
が
、
若
い
こ
ろ
に
「
国
民
全
体
が
、
毎

日
ラ
ジ
オ
体
操
を
続
け
る
と
、
医
療
費
の
約

60
％
が
削
減
で
き
る
と
の
試
算
が
あ
る
」
と

の
記
事
を
読
み
、
そ
れ
以
来
、
今
で
も
出
勤

後
の
朝
い
ち
、
５
分
間
の
日
課
で
す
。

　

継
続
は
力
な
り
、
を
信
じ
て
続
け
ま
す
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

な
お
、
い
っ
た
ん
住
宅
を
賃
借
し
た
後
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
を
建
設
・
購
入
（
ま
た
は

補
修
）
す
る
場
合
は
、
合
計
で
２
０
０
（
ま

た
は
１
０
０
）
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
単
身
世
帯
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
４
分

の
３
が
支
給
額
（
年
収
に
よ
る
制
限
も
あ
り

ま
す
）
と
な
り
ま
す
。
申
請
窓
口
は
、
市
町

村
で
、
り
災
証
明
な
ど
が
必
要
で
す
。
原
則
、

り
災
証
明
書
が
必
要
で
す
が
、
住
宅
の
全
壊

な
ど
が
写
真
で
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
そ

の
写
真
で
申
請
を
受
け
つ
け
て
く
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
請
期
間
は
、
基
礎
支
援
金

は
、
災
害
発
生
日
か
ら
13
カ
月
以
内
、
加
算

支
援
金
は
、
災
害
発
生
日
か
ら
37
カ
月
以
内

で
す
。

２　

会
社
が
災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
賃
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、「
災
害
時
に
お

け
る
雇
用
保
険
の
特
例
措
置
」
に
よ
り
、
実

際
に
離
職
し
て
い
な
く
と
も
、
失
業
保
険
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
事
業
再
開
後

の
再
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
失
業
保
険
は
受
給
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
局
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
適
用
さ
れ
る
法
律
（
そ
の
２
）
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「守って！電波のルール」
総務省北陸総合通信局からのお知らせです

～東日本大震災チャリティ～

北信越綱引大会
　電波は、テレビ ･ラジオや携帯電話、警察、消防、救急
の無線など、様々なところで使われています。
　電波の利用には原則、無線局の免許が必要です。免許の
ない不法電波はテレビやラジオの受信に障害を与え、暮ら
しに悪影響を及ぼします。
　北陸総合通信局では、不法電波な
どルール違反の取締りを行っていま
す。
　インターネットなどで外国規格の
トランシーバが流通していますが、
国内では使用できません。無線機の
購入時には、必ず「技適マーク」がつ
いているか、確認してください。

電波に関する困りごと、ご相談は　総務省北陸総合通信局
不法無線局・混信・妨害　　☎ 076-233-4441
テレビ・ラジオの受信障害　☎ 076-233-4491

技適マーク

( １) 麻しん風しん ( ＭＲ ) の予防接種について
　　平成 23 年５月 20 日から平成 24 年３月 31 日までの間、修学旅行や学校の行事としての研修  
　旅行で海外に行く高校２年生相当の年齢の人が、麻しん風しん予防接種を受けることができるよ

　うになりました。

( ２) 日本脳炎の予防接種について
　　平成 17 年度からの積極的勧奨の差し控えにより接種を受ける機会がなかった平成７年６月１
　日から平成 19 年４月１日までの間に生まれた人が、20 歳未満まで日本脳炎の予防接種を受ける
　ことができるようになりました。接種回数は、母子手帳を確認の上、過去に接種した回数を考慮
　して残りの接種すべき回数を決定して接種します。
※いずれの予防接種も、医療機関での個別接種になります。お手持ちの接種券兼予診票で接種可能
　です。また、希望する人は保健福祉センター・富来支所で接種券を発行いたします。

定期の予防接種に関する法律が一部改正され、次のとおり接種対象者が拡大されました。

問保健福祉センター 　☎ 32-0339

情報公開請求件数 20 件
開示件数 ９件

全部開示件数 １件
一部開示件数 ８件

非開示件数 10 件
　 非開示件数 ８件

不存在等件数 ２件
取下げ件数 １件

不服申立て件数 ０件
　 異議申立て件数 ０件

審査請求件数 ０件
審査機関への諮問件数 ０件
訴訟件数 ０件

平成 22 年度の志賀町情報公開条例の
運用状況をお知らせします。

志賀町の情報公開について

社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪
や非行の防止と罪を犯した人たちの更正について
理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、 
犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運
動です。 本運動についてのお問い合わせは、金沢
の保護観察所まで。

　　　　　　　　　　　　　　　主唱　法務省

◆日　　時　７月 10 日（日）

　　　　　　９時～　開会式

◆会　　場　志賀町総合体育館

◆競技種目　一般男子の部（600㎏）

　　　　　　一般女子の部（500㎏）

　　　　　　男女混合の部（550㎏）

　　　　　　ジュニアの部（無制限）

　東日本大震災で被災された人たちに
「綱引」を通じて支援を行う目的で開催
されます。
　強豪チームも出場する予定のため、
たくさんの人たちの観戦をお待ちして
います。

毎年７月は社会を明るくする

運動強調月間です
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　

第 9回　初夏の文化祭
　６月11日（土）12日（日）の両日にわたり町文化協会主催による「第９回初夏の文化祭」が文化ホールで行われ
ました。
　展示は11日、12日の2日間、文化ホール内の各部屋などにおいて盆栽・山野草・菊花・陶芸・川柳・短歌・
読書感想文・俳句・手芸・写真・書道・絵画・生花・星の会・水墨画の展示が行われ、お茶会では抹茶・煎

茶が振る舞われました。12日は町文化ホール　大ホールにおいて芸能ア
トラクションが行われ、大正琴・よさこい・詩吟・民謡・踊り・元服祝
い唄・琴・土田子供太鼓クラブ・曳山木遣唄の順で日頃の成果を発表し、
観客の皆さんから暖かい拍手が送られました。

堤
防
に
白
波
た
て
る
薄
暑
か
な　
　
　
　
　
　

裏
田　

弘
美

腰
痛
に
こ
も
る
卯う

の
花は

な
く
だ腐

し
か
な　
　
　
　
　

 

北
谷　

芳
子

卯
の
花
や
峠
の
先
は
加
賀
の
国　
　
　
　
　
　

 

坂
下　

草
風

一
枚
を
脱
ぎ
て
手
に
持
つ
薄
暑
か
な　
　
　
　

 

坂
下　

豊
子

麦
熟
れ
し
香
り
満
ち
く
る
在
所
ま
で　
　
　
　

 

土
田
エ
ミ
子

塗
り
た
て
の
ペ
ン
キ
の
匂
ふ
薄
暑
か
な　
　
　

 

土
田　

清
枝

登
る
だ
け
登
り
て
ま
ど
ふ
か
た
つ
む
り　
　
　

 

土
田
ま
つ
い

葉
の
上
に
揺
れ
を
楽
し
む
か
た
つ
む
り　
　
　

 

鍋
岡
美
智
子

久
々
の
雨
に
背
伸
び
の
か
た
つ
む
り　
　
　
　

 

藤
田　

君
枝

神か
く
み
が
わ

代
川
支
流
の
杜も

り

に
か
っ
こ
鳴
く　
　
　
　
　

 

淵
端　

三
之

泣
き
砂
の
秘
話
き
く
能
登
の
浜
薄
暑　
　
　
　

 

細
川
ふ
じ
子

谷
川
の
流
れ
縁
採
る
濃
山
吹　
　
　
　
　
　
　

 

吉
田　

外
江

新
入
生
大
き
く
見
え
る
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
浅　

子

寂
し
さ
を
見
透
か
す
如
く
す
が
〳
〵
と　
　
　

川
流
れ
を
り
生
ま
れ
在
所
の　
　
　
　
　
　
　
み
さ
の

花
開
く
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
明
け
方
に　
　
　

大
輪
ふ
た
つ
淡
き
桃
色　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

志
津
江

百
人
歌
絵
図
の
不
可
思
議
水み

な

せ

無
瀬
の
地　
　
　

十
五
の
青は

る春
の
想
い
出
手た

ぐ繰
る　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

文
芸
教
室

　

今
年
度
か
ら
、
志
賀
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。
ス
イ
ン
グ
理
論
か
ら
マ
ナ
ー
ま
で

基
本
的
な
こ
と
を
学
ぶ
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
か
け
が
え
の
な
い
何
か
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
練
習
日
時　

第
１
、
第
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時

◆
練
習
会
場

　
　
　

能
登
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
練
習
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
賀
町
大
津
）

◆
料　
　

金　

無
料
（
ボ
ー
ル
代
含
む
）

◆
対　
　

象　
　

小
学
生
〜
高
校
生

　
　
　
　
　
（
志
賀
町
在
住
・
在
校
生
）

◆
申
込
期
限　

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

◆
お
申
込
み
先

　

住
所
、氏
名
、年
齢
、連
絡
先
（
電
話
）、

保
護
者
名
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
ま

で
提
出
く
だ
さ
い
。（
詳
細
な
説
明
会
に

つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

志
賀
町 

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
体
育
協
会
担
当　

川
崎
）

　
　

☎
32-
１
１
１
１
（
内
線
３
５
３
）

志
賀
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

生
徒
募
集

男
女
共
同
参
画
の

　
　
　

啓
発
活
動

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図

る
た
め
、
６
月
23
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
的
に
各
種
行
事
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
に
関

す
る
町
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
７
月
中
に
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

制
作
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
送
し
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
放
送
内
容
）

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？　
〜
働
く
オ
ト
コ
た
ち
の
声
〜
」

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

誰
も
が
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
活

動
、
個
人
の
自
己
啓
発
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
自
分
の
希
望
す
る
バ
ラ
ン

ス
で
実
現
で
き
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

アトラクションの様子

各種展示の様子
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文
芸

教
室

背
を
ま
る
め
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
が
追
う
ご
と
く

う
ね
り
う
ね
り
て
津
波
は
地
を
呑
む　
　
　
　

芳
岡　

典
子

福
島
は
滅
び
の
街
と
な
り
に
け
り

こ
の
空
晴
れ
て
変
わ
り
も
せ
ぬ
に　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

暮
れ
な
づ
む
道み

ち端
の
ほ
ん
の
り
う
す
紅
の

夕
顔
摘
み
て
罪
為
す
ご
と
く　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

夫
は
腰
吾
は
膝
を
か
ば
い
つ
つ
七
本
の

茄
子
の
苗
を
植
え
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

来
年
も
見
に
お
い
で
よ
と
満
開
の

し
だ
れ
桜
は
肩
に
揺
れ
告
ぐ　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

一
つ
く
ら
い
赤
い
ブ
ラ
ウ
ス
残
そ
う
か

出
し
た
り
入
れ
た
り
冬
物
整
理　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

道
辺
り
に
咲
く
花
い
く
つ
刈
り
残
し

吾
子
の
草
刈
り
後
眺
め
お
り　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

病
死
せ
し
父
母
に
代
わ
り
て
花
嫁
の
兄
の　
　
　
　
　
　
　

祝
辞
は
慈
愛
あ
ふ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

け
ふ
と
て
も
朝
ド
ラ
見
る
は
老
い
ふ
た
り

夫
呼
ぶ
声
に
ぬ
れ
手
ふ
き
つ
つ　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

味
噌
カ
ツ
の
冷
た
き
ソ
ー
ス
を
か
ら
め
取
り

娘
残
せ
し
名
古
屋
遠
の
く　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

ち
ち
は
は
と
同
じ
み
墓
に
入
る
縁
の

深
き
を
思
い
て
夏
落
ち
葉
掃
く　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

雨
上
が
り
水み

は
り
だ

張
田
に
写
る
宮
の
森

心
静
か
に
田
植
日
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

山や
ま
あ
い間

の
細
き
畑
に
じ
ゃ
が
い
も
の

む
ら
さ
き
の
花
列
を
な
し
た
り　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

《
夏
の
増
刊
号
》

葉
桜
や
災
害
復
興
祈
る
の
み　
　
　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

キ
リ
シ
マ
や
園
の
緑
に
な
ほ
映は

え
て　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

坊
守
の
草
木
染
映
え
牡
丹
盛
る　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

麦
秋
や
暫し

ば

し
足
止
め
深
呼
吸　
　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

海
の
碧あ

お

い
よ
〳
〵
碧
く
夏
兆
す　
　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

眼
が
冴
え
て
親
鸞
さ
ま
や
走
り
梅
雨　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

蘇そ
せ
い生

せ
し
命
は
薫く

ん
ぷ
う風

日
の
ひ
か
り　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

若
葉
風
箪た

ん
す笥

の
中
の
子
の
匂
い　
　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

初は
つ
も捥
ぎ
の
胡
瓜
三
本
撫
で
に
け
り　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

能
登
路
な
る
野
生
の
藤
の
色い

ろ
か香

か
な　
　
　
　

下
野　

久
雄

夢
希
望
消
え
て
わ
び
し
い
仮
設
の
夜　
　
　
　

前
田　

志
津

月
明
か
り
頼
り
に
歩
く
夜
の
道　
　
　
　
　
　

須
曽　

正
子

何
日
も
知
恵
絞
り
て
も
浮
か
ば
な
い　
　
　
　

吉
村
と
し
子

酒
や
め
て
日
々
精
進
の
つ
ら
い
こ
と　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

日
々
ト
レ
の
つ
も
り
雑
用
良
く
こ
な
す　
　
　

木
村　

貞
涼

健
康
で
日
々
の
暮
ら
し
に
感
謝
す
る　
　
　
　

坂
下
二
三
子

物
忘
れ
飲
む
会
の
日
は
覚
え
て
る　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

被
災
地
に
陽
は
又
登
る
日
々
暮
す　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

過
疎
の
夜
こ
ん
な
に
星
が
美
し
い　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

夜
遊
び
が
す
ぎ
検
診
に
逮
捕
さ
れ　
　
　
　
　

山
本　

静
香

世
は
変
わ
り
赤
ち
ゃ
ん
入
れ
る
ポ
ス
ト
あ
り　
み
や
み
ち
さ
か
し

赤
い
顔
ポ
ス
ト
立
っ
て
る
今
メ
ー
ル　
　
　
　

川
上　

富
子

カ
タ
ロ
グ
で
満
員
御
礼
我
が
ホ
ス
ト　
　
　
　

池
田　

洋
子

携
帯
の
世
で
ホ
ス
ト
に
は
用
も
な
し　
　
　
　

芝
山　

照
子

我
が
ホ
ス
ト
多
機
能
こ
な
す
が
無
収
入　
　
　

岩
井
マ
サ
子

車
庫
開
け
て
ツ
バ
メ
子
育
て
支
援
中　
　
　
　

林　

ち
よ
子

出
せ
る
な
ら
腹
開
け
搔
き
出
す
脂
肪
分　
　
　

古
森　
　

寓

本
音
書
き
心
を
開
く
日
記
帳　
　
　
　
　
　
　

小
松　

康
子

物
忘
れ
ひ
ど
く
な
っ
た
ね
辞
書
開
く　
　
　
　

窪　
　
　

洋

選
挙
戦
開
票
前
に
万
歳
し　
　
　
　
　
　
　
　

中
畑　

良
則

親
鸞
の
回
忌
に
集
ふ
能
登
路
か
な　
　
　
　
　

深
美　

白
鳥

時
忠
の
遠
流
の
能
登
や
社
若　
　
　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

新
緑
に
生
き
る
力
を
貰
ひ
け
り　
　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

椎
若
葉
止
り
し
ま
ま
の
古
時
計　
　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

山
々
は
能
登
路
を
つ
な
ぐ
藤
の
花　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

い
っ
せ
い
に
風
の
か
た
ち
の
植
田
か
な　
　
　

前
川
美
代
子

　　■お詫びと訂正　■

　　「広報しか」６月号の「生涯学習だより」で文芸欄の団体名の西浦川柳会の紹介で誤りがありました。
　　団体名の紹介を貝がら川柳社と誤って掲載しましたことについて、お詫びと訂正をいたします。

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
歌
、

俳
句
、川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。


